
「
手
持
ち
竿
で
釣
る
ラ
イ
ト
ヒ
ラ
メ
は
軽
さ

は
も
ち
ろ
ん
、
操
作
性
、
感
度
、
掛
け
や
す

さ
を
併
せ
持
っ
た
ラ
イ
ト
な
ら
で
は
の
調
子

が
必
要
な
ん
で
す
」
と
三
石
さ
ん
。

　

ラ
イ
ト
ヒ
ラ
メ
の
基
準
は
Ｐ
Ｅ
２
号
以
下
、

オ
モ
リ
40
〜
60
号
。
ノ
ー
マ
ル
（
オ
モ
リ
80

号
）
と
違
っ
て
ラ
イ
ト
は
手
持
ち
竿
ス
タ
イ

ル
が
基
本
、
必
然
的
に
操
作
性
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ず
は
軽
さ
。

「
シ
ー
フ
ァ
ン
グ
ヒ
ラ
メ
（
ラ
イ
ト
）
は
全

長
2.4
メ
ー
ト
ル
で
自
重
120
グ
ラ
ム
台
、
こ
の

軽
さ
な
ら
終
日
手
持
ち
で
釣
っ
て
も
苦
に
な

り
ま
せ
ん
」

　

６

：

４
と
い
う
よ
り
７

：

３
に
近
い
調
子

は
操
作
性
を
さ
ら
に
ア
ッ
プ
さ
せ
る
。

「
胴
か
ら
穂
持
に
張
り
が
あ
る
の
で
、
底
ト

よ
う
に
な
り
ま
す
」

　

シ
ー
フ
ァ
ン
グ
ヒ
ラ
メ
は
ラ
イ
ト
ヒ
ラ
メ

に
必
要
な
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
と

断
言
す
る
。
三
石
さ
ん
の
卓
越
し
た
テ
ク
ニ

ッ
ク
は
竿
に
依
存
す
る
部
分
も
あ
る
と
い
う

わ
け
だ
。

　

シ
ー
フ
ァ
ン
グ
ヒ
ラ
メ
（
ラ
イ
ト
）
は
２

ア
イ
テ
ム
。
浅
場
や
ラ
イ
ト
専
門
船
で
使
用

す
る
な
ら
Ｍ
Ｌ
、
深
場
や
オ
モ
リ
80
号
ま
で

を
使
用
す
る
場
合
は
Ｍ
、
と
い
っ
た
使
い
分

け
だ
が
「
好
み
で
選
ん
で
い
た
だ
い
た
ほ
う

が
」
と
は
三
石
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
。

　

12
月
中
旬
、
シ
ー
フ
ァ
ン
グ
ヒ
ラ
メ
を
持

参
し
て
釣
行
し
た
の
は
外
房
大
原
港
の
あ
ま

ま
さ
丸
。
釣
り
場
は
太
東
沖
の
７
〜
20
メ
ー

ト
ル
ダ
チ
。
数
日
前
か
ら
釣
況
に
ム
ラ
の
あ

る
状
態
だ
っ
た
が
、
0.5
〜
２
キ
ロ
を
４
枚
と
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※C＝カーボンファイバー、G ＝グラスファイバー ※モーメント＝標準自重（kg）×竿尻から重心までの長さ（cm）

タイプ 標準全長
(m) 

希望本体
価格(円) 

標準自重
(g) 

仕舞寸法
(cm) 

使用材料
(%) モーメント 継数

(本) 
先径 / 元径

(mm) 
錘負荷
(号)

Light 
ML 2.4 44,500 120 125.0 C99.9

G0.1 6.8 2 1.1/11.1 10 〜 60

Light 
M 2.4 45,000 125 125.0 C99.9

G0.1 7.3 2 1.15/11.8 15 〜 80

◉がまかつから発売されているヒラメ専用竿が
「シーファングヒラメ」だ。アイテムは全４種
あるが、今回は三石さんが使用したライト専用
の２アイテムを紹介しよう。穂先は高感度、高
強度のソリッドティップ「スーパートップ」を
採用。全長2.4メートルで自重は120と125グ
ラムの軽量設計。軽快な操作性はもちろん、海
底状態や小さなアタリをキャッチする感度にも
優れている。シーファングヒラメはそのほかノ
ーマルタイプとしてＭＨ、Ｈも用意。

▲『ファング』とは牙を表す英単語

▲大型は釣れなかったが、ナ
ギの海でヒラメ釣りを満喫した

ン
ト
ン
、
上
下
の
誘
い
、
ベ
イ
ト
に
あ
て
る

宙
層
釣
り
な
ど
様
ざ
ま
な
誘
い
や
動
作
が
ス

ム
ー
ス
に
行
え
、
仕
掛
け
の
位
置
も
明
確
に

把
握
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
バ
ッ
ト
パ
ワ
ー

も
あ
る
の
で
、
フ
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
や
す
く
、

大
型
が
き
て
も
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
安

心
し
て
ヤ
リ
ト
リ
で
き
ま
す
」

　

手
持
ち
で
釣
る
に
は
感
度
も
要
求
さ
れ
る
。

「
ス
ー
パ
ー
ト
ッ
プ
の
穂
先
、
カ
ー
ボ
ン
の

本
体
は
軽
さ
も
あ
っ
て
驚
く
ほ
ど
高
感
度
で

す
。
イ
ワ
シ
が
暴
れ
る
様
は
も
ち
ろ
ん
、
オ

モ
リ
が
底
を
た
た
く
様
子
が
手
感
度
で
伝
わ

り
、
根
か
砂
地
か
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は

ヒ
ラ
メ
釣
り
で
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
、

底
の
状
態
で
タ
ナ
の
取
り
方
、
誘
い
方
が
変

わ
っ
て
く
る
し
、
根
掛
か
り
も
回
避
で
き
る

▲この時期になるとヒラメ釣行が多くなるとい
う三石さん

シーファングシーファング
ヒラメヒラメ LightLight

▲ライトのアイテムは２種

ま
ず
ま
ず
。

　

あ
ま
ま
さ
丸
は
完
全
ラ
イ
ト
ス
タ
イ

ル
で
、
オ
モ
リ
40
〜
60
号
を
潮
の
流
れ
、

横
流
し
の
向
き
な
ど
に
よ
っ
て
使
い
分

け
て
い
る
。
こ
の
日
は
終
日
Ｍ
Ｌ
を
使

用
。
風
も
な
く
、
潮
の
流
れ
も
今
一
つ

だ
っ
た
が
、
し
っ
か
り
釣
果
に
結
び
つ

け
る
の
が
三
石
さ
ん
。

「
先
日
、
こ
の
竿
で
４
キ
ロ
級
を
釣
り

ま
し
た
。
狙
い
は
５
キ
ロ
ア
ッ
プ
、
イ

ワ
シ
の
回
遊
も
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
る
は
ず

な
の
で
、
さ
ら
な
る
大
判
を
目
指
し
て

釣
行
し
ま
す
」
と
自
信
あ
り
げ
に
語
る

の
だ
っ
た
。

▲三石さんは底の状態を探りながら、上下の誘
いを繰り返す。高感度の竿を生かした釣り方だ

▲あままさ丸船長も思わず竿を取って「軽
いし、バットのパワーもある」と太鼓判

▲同じ竿を使う同
船者にも１キロ弱

▲今後イワシの回遊が始まれば数型とも期待で
きる

▲どんな条件にも合うようヒラメ仕掛
け（がまかつ）
も多彩に用意

▼あままさ丸で
はオモリ40〜60
号を使用

▼持参したのは「シーファングヒ
ラメLightＭＬ/Ｍ」の２本

▲当日の釣り場は太東沖７〜20
メートルダチの浅場を攻めた

外房大原港出船…太東沖外房大原港出船…太東沖

 寒ビラメの
好シーズン突入

三石 忍が太鼓判三石 忍が太鼓判
ライトで狙うならこの一本ライトで狙うならこの一本

◉12月に入って茨城県が全面解禁となり、これで関
東周辺のヒラメ釣り場がすべて釣行可能となった。
今シーズンは各地で好調、ファンにとってはうれし
いかぎりだ。がまかつフィールドテスター三石忍さん
もヒラメ釣りは得意種目の一つ、キモとなる竿選び

のこだわりについて語っ
ていただいた。

★軽量高感度でありながらバ
ットパワーは十分。グイグイ
と竿が引き上げてくれる

◉
が
ま
か
つ 

シ
ー
フ
ァ
ン
グ 

ヒ
ラ
メ Li ght M

L240

★この日は２キロ級ま
でで、三石さんにはも
の足りなかったかも


